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　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstra．ct

　　Geo1og1ca1su㏄esslons　of　the　T1mor　Is1and　s1tuated　m　the　eastem　part　of　the　Lesser

Sunda　Is1ands　are　strat1graph1ca11y　composed　of　the　sed1mentary　format1ons　rangmg1n　age

from　Lower　Permlan　to　Recent　In　these　format1ons，the　Baucau　L1mestone（P1e1stocene）

and　the　up1ifted　cora1reef（Ho1ocene）consist1arge1y　of　porous，cavemous，greyish－white

cora1reef11mestone　These1mestones　are　we11deve1oped　a1ong　the　north　coast　m　eastem

T1mor，and　character1zed　by　karst　topography

　　A　geochem1ca1method　m　the　ie1d　has　beenpre1mmar11ytested　forthedetect1on　ofphos－

phate，on　the　poss1b111ty　of　guano　phosphor1te　m　these　cora1reef1mestones　The　method

1s　an　approach　of　the　ye1Iow　co1or　react1on　wh1ch　has　been　used　for　the　qua11tat1ve　determ1－

nat1on　ofphosphoms　by　the　n1tr1c　ac1d　and　ammon1um　mo1ybdate　so1ut1ons　In　th1s　paper，

the　app11cat1on　and　usefu1ness　of　a　geochem1ca1ie1d　method　for　guano　phosphonte　exp1ora－

t1on1n　eastem　T1mor　are　bne刑y　descnbed

　　　　　　　　　　　　　　　　1．ま　え　が　き

　チモール島はスンダ列島の外側弧の東端に，南緯8015’～10030’に位置する面積30，295

km2の小スタンダ列島中の最大の島である。筆者は1974年夏にチモール島の東半部（旧ポノレ

トガノレ領チモーノレ）の地質調査の機会があり，東チモーノレの地質層序と石油地質については

UMBGR0vE（1938），AUDLEY－CHARLEs（1968）の総括的な地質資料を参考に，筆者の踏査記

録を加えて，その概要を紹介した（島田，1976）。

　チモール島における燐鉱床賦存の可能性については，第2次大戦中，南洋諸島を調査され

た故阿曽八和太氏による調査記録があり，この貴重な記録は農林省農業技術研究所　肥料化

学科資料（1974）として刊行されている。この記録によると，未開発の燐鉱床のなかでも，

注目を要する地域の第1にポノレトカノレ領チモーノレ島をあげ，とくに，北海岸のManatutoか
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らBaucau，Lagaに至る海岸のリーフ地帯には相当量の燐鉱床分布の予想されることが指摘

されている。

　筆者はチモーノレ島の有機堆積性グァノ型燐灰土の賦存状況と産状の予察的調査に，現地で，

地化学探査としての1つの簡易法を試みた。本稿ではこれらの観察を基に，東チモールのグ

ァノ型燐鉱床賦存の可否は別として，地質環境およぴ野外における燐鉱の地化学的探査法の

意義について述べる。

　　　　　　　2．東チモール（チモール島東部）の地形および地質概説

　（1）地　　形

　スンダ列島には内側のスンダ弧と外側のバンタ弧の2条の弧状配列がみられる。スンダ弧

には多くの活火山が分布しているが，チ毛一ル島を含むバンダ弧には活火山の分布はなく，

モノレツカ諸島に拡がっている堆積性弧状列島を形成している（第1図）。
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第1図スンダ列島，チモーノレ島の位置図

　東チモーノレはENE－WSW方向に中央背梁山脈のRame－Lau　Rangeが走り，主峰のMt

Tata　Ma11au（2963m）が最高峰をなし，北側と南側に多くの支脈をだし複雑な山系をつ

くっている。この中央山脈から北側と南側に流下する河川は，いずれも乾期（4～11月）は

流量非常に少なく水なし川が多いが，雨期（12月～3月）には濁流増水し乱流河川になって

いる（第2図）。

　北部の海岸地域では，D111からManatutoまでは山系が海岸にせまり断崖となっている所

が多いが，Manatutoから東方には隆起珊瑚礁の台地地形が広くつつき，Baucau台地（300～

700m）など石灰岩特有のカルスト地形がよく発達している。南部の海岸地域は，比較的広
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第2図　東チモールの地勢酷図，①，’②，③：燐鉱の地化探ノレート（①第4図，⑧第5図，③第6図）

い沖積平野，隆起海岸平野や丘陵性の密林地帯，草原地帯がひらけている。また，北岸，南

岸にはそれぞれ数10mの新期の隆起珊瑚礁が発達している。

　チモール島東端のTutualaから　Lospa1osに高度300～4001mの隆起珊瑚礁石灰岩の

Fu11oro平原が盆状に広く展開し，Mt　Pa1tchau（925m）の突出した山容と併せてチモーノレ

の景観をそえている。盆状の中心部に，長さ10km，幅5kmのSurubeco湖が存在するが，

乾期は渇水状態になっている。

　（2）地　　質

　チ毛一ル島東部の地質層序についてはUMBGR0vE（1938），AUDLEY・CHARLEs（1968）の

文献を参考にして要述したが（島田，1976），チモーノレ島東部に分布する地層は，先二畳系，

二畳系，三畳系，ぞユラ系，白亜系，、第三系，第四系の各層におよぴ・その大部分が砂岩o

頁岩⑧シルト岩⑧礫岩⑧泥灰岩⑧石灰岩など’の堆穣岩層で占められ，とくに炭酸塩岩層が卓

越している（第3図）。

　チモールで最も古い岩層は先二畳系の千枚岩およぴ結晶片岩からなる変成岩（Lo1ot01累

層群）で，中央脊梁山脈に断続的にクリッペ状に分布する。二畳紀の地層は，主に砂岩⑧頁

岩⑧千枚岩⑧石灰岩からなり，地質構造，岩相および化石群集から，異地成堆積層のAi1則
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ジュラ紀，白亜紀の各層がよく発達し，すべて海成相とフリッシュ相で特徴づけられ連続的

に累重している。このような特徴はチモールばかりでなく，東インド諾島のロチ，ミゾール，

セラム，ブノレの各島およびセレベス東部にも共通にみられ（UMBGR0vE，1938），これらの地

域では中生代を通じて共通の海成環境（浅海域）であったと推察される・U1MlBGR0vE（1938）

は中生代にチモール～東セレベス地向斜（丁量mor・East　Ce丑eb鯛Geosy皿c且丘ne）の存在を想定

し，主としてニューギニア，オーストラリァ，西部セレベス，ボノレネオなどの侵食地域から

砕盾堆積物の供給があったものとしている。

　第三系の層序は，下位から始新世Darto1u石灰岩層，漸新世Bar1que層，中新世前期

Cab1ac石灰岩層，A11a血bata石灰岩層，中新世後期V1queque層，鮮新世D11or礫岩層に

区分されている。Barique層は東チモーノレの全層序を通じて唯一の火山砕層岩層である・第

三紀層のなかで，とくに注目されているのはViqueque層（石灰泥岩⑧砂岩⑧シノレト岩⑧礫

岩の互層）で，これは良好な石油根源岩層および貯油岩層を有し油⑧ガス徴も認められるこ

とから石油探査の的になっている。

　更新世のBaucau石灰岩層は，北部海岸のBaucauを中心に隆起珊瑚石灰岩層が台地状に

分布し，石灰岩特有のカノレスト地形を形成し，随所に石灰洞がみられる・この石灰岩層はや

や堅硬であるが多孔質で灰白色～灰黄褐色を呈し，珊瑚榊有孔虫⑧蘇虫類爾貝殻の化石を多

く含んでいる。また，更新世Suai層は海岸地帯に沿って砂⑧礫⑧粘土層の分布がみられ，

それを不整合に被覆して新期隆起珊瑚礁石灰岩が発達している6この珊瑚石灰岩は多種の珊

瑚化石のほか多数の貝殻破片を含み，とくにBaucauからLaga　Laute血に至る海岸地帯に

20～40㎜の隆起台地を形成し発達している。

　　　　　　　　　乱　チモール島の堆積性燐鉱資源賦存の地質環境

　クァノ型燐灰土の調査対象として選択した地域は，ManatutoからBaucau　Lagaを経て

Lautemに至る北海岸に沿うリーフ地帯で，地質層序的には更新世のBaucau石灰岩層と新

期隆起珊瑚礁石灰岩に相当する。

　Baucau石灰岩層はBaucau台地（高度300m～700m）を中心として，東方へLaga
Lautem　Fu11oro平原の北海岸地域浴いに広く分布している。この石灰岩層は化石を多く含

む珊瑚礁石灰岩からなり，とくに，台地の頂部はカノレスト地形と赤褐色の土壌（ラテライ

ト質）で特徴づけられる。本層の層厚は水平あるいは約2～3oの傾斜で一連の台地を形成

しているので判然としないが，海水準から約300～700m位まで隆起し，その最大層厚は約

100mと思われる。このような一連の珊瑚礁石灰岩台地の隆起はスンダ列島で顕著であり
（・・・・…軋・…）・モllツカ諸島を含めてチモー／lの第甲秤の海水準の変孕は・世界的に

みて興味ある坤嘩である・

　新期の珊瑚礁石灰岩はBaucau海岸付近や，とくにLagaからLaute皿に至る間によく発

達し，20～ωmの隆起台地を形成し，水準面降下に基つく海蝕崖や種々の形態のノッチが

観察される。

　チモール島の燐鉱資源賦存に可能牲のある地質環境は，このようなBaucau石灰岩層（隆
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起珊瑚礁石灰岩）と新期の隆起珊瑚礁石灰岩中に求められ，この場合，予測される燐鉱の型

は有機堆積性のグァノ型燐灰土である。これは，主として珊瑚礁上に集積した海鳥の排泄物

のなかで，分解した可溶性燐酸塩が溶解し，珊瑚礁石灰岩に湊透し交代的に生成したものと

思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　4．鱗鉱の地化学探査

　（且）方　　法

　北海岸リーフ地帯の選択した地域で，現地における試料採取には露頭において石灰岩を他

の可溶燐酸塩成分がいくらか交代していると思われるものや，緬状～ぷどう状～粘土状のグ

ァノ型燐鉱の形態をとっている可能性のあるものに留意した。

　これらの採取試料について，現地で燐酸塩含有量の大凡の目安をつけるために，簡単な定

栓試験を行なった。すなわちう試料を粉砕し，さらに小型のめのう乳鉢で微粉にしたものを

約1グラム程度ポリビーカーにとり，それに硝酸（1：1）3～5m1を加え分解する。次に，

これにモリブデン酸アンモニウム水溶液を加え除々に援弾すると，リンモリブデン酸アンモ

ニウムの黄色沈澱を生ずる。

　ここでは，ナウル島のグァノ型燐鉱石試料（P205，約25～30％）を参考にして，沈澱物の

濃度により，鮮黄色（A），黄色（B），淡黄色（C），やや着色（D），無色（E）の5階級に分け，

P205量の定性判定を試みた。1

　（2）探査ルートおよび観察事項

　①B鋤c醐～M鋤a他to（第4図）

　Baucau石灰岩台地は，海抜480～550mの高度でBaucau空港を中心として周囲60k皿2

におよび，石灰岩地域特有のカルスト地形を呈している。この石灰岩台地を構成しているの

は既述の更新世のBaucau石灰岩層で，岩相は灰白色～淡渇色のやや多孔質の石灰岩で珊瑚

化石のほか多数の貝殻破片を含んでいる。また，溶蝕再結晶した方解石緒晶がしばしば蝕洞
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第4図・燐鉱の地化探ノレート，①Baucau～Manatu．to
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中にみられる。Baucau空港からCara∀eraに至るノトトでは，Baucau石灰岩層は高度300

血（第4図のB－3地点）付近まで連続して分布している。また，VemasseからLa1e1a川流

域にかげても露出している。採取測定試料はBaucau石灰岩層（B－2，B－3，B－11）と新期の

隆起珊瑚礁（B－5，B－6）の5試料で，前者は全て着色の反応カミみられず無色（E）である。後

者には灰褐色粗状の試料（B－5）に疾黄色（C）を示した。

　②　毘鋤c舳周辺（第5図）
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第5図燐鉱の地化探ルート，⑨Baucau周辺

　Baucauの町付近はBaucau石灰岩層の溶蝕によるドリーネ，カヅレンなど小起状の多い

凹凸地形が見事に発達し，また，随所に石灰洞が形成されている。この凹部と凸部とで石灰

岩中の燐酸塩含有量にどの程度差異があるかを比較検討するために，Baucauから空港に至

る台地までの間で選択的に灰白色粗状の試料を採取し測定した。溶蝕による凹凸部を比較し

てみると，凹部（B－17，B－18，B－21，B－23）はC，凸部（B－14，B－15，B－19，B－20，B－22）は

D～Eと著るしい相違が認められた。

　このBaucau石灰岩層の下盤にはよく成層した砂岩1頁岩の互層（第三紀中新世V1que－

que層）が発達し，BaucauからBaucau海岸へのルートおよぴLagaに至る主遺路沿いに

よく露出している。この互層には，しばしば石灰岩層を挾有し，また厚さ20～30cm一の層

状マンガン鉱の露頭も観察される（第5図のL－3）。

　Baucau海岸付近には新期の隆起珊瑚礁石灰岩が発達し，高度20～50mの比較的平坦な

台地を形成している。3地点で採取した試料について測定したが，B－39の淡褐色　師状お

よび粘土質ラミナ状のものは黄色（B）を呈し，クァノ型燐灰土状の外観と併せて含燐炭酸

塩岩の可能性を示した。
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第6図燐鉱の地化探ルート，③Laga～Laute血

　③：L＆ga～L鋤愈e㎜（第6図）

　LagaからLautemに至るノレートでは，海岸線に浴って新期の隆起珊瑚礁石灰岩が海蝕崖

を露呈して発達し，高度20～60mの台地を形成している。とくに，LagaからLa1va1の約

15kmの間には海蝕崖の露頭が連続してみられる。

　珊瑚礁石灰岩は，灰白色，淡褐色，淡黄褐色で粗状，粘土質やや硬質，ベントナイト状，

師状などを呈し，　般に脆弱で，多種の珊瑚化石，大型貝殻の化石破片を多数含んでいる。

溶蝕作用はBaucau石灰岩ほど進行していないが，それでも台地面には小起伏のカノレスト地

形がみられる・Laga～La1va1ルートの新期隆起珊瑚礁石灰岩の海蝕崖露頭において，選択

的に採取した試料（L－12～レ19）について呈色反応を試みた結果，L－17の試料は黄色（B）

を示した。L－17地点の岩相は灰褐色で，塊状，粘土状，緬状を呈し，外観上含グァノ質燐

酸塩成分を予測されるもので，嵩度20～30血の台地面の露頭で重点的に採取した試料8コ

（L－101～レ108）について測定した。その結果，2コを除きL－102～L－107の試料はいずれ

もC～Bの呈色反応を呈し，含燐炭酸塩岩の可能性を示した。

　　　　　　5．要約一東チモールの有機堆穣鉱床としてのグアノ型燐灰土

　東チモールの燐鉱資源賦存の可能性のある岩相は，更新世のBaucau石灰岩層（古期隆起

珊瑚礁石灰岩）と新期の隆起珊瑚礁石灰岩に求められ，その予想される鉱床の型はクァノ型

燐灰土である。

　有機堆積鉱床には生物遣体がそのまま堆積した鉱床（珪藻土，石灰岩など），堆積有機物

が埋没続成で変化生成した化石燃料鉱床のほかに，生物の排泄物などに由来する鉱床として

グアノ型の鉱床もあげられる。したがって，東チ毛一ルの予想されるグアノ型燐灰土鉱床も

海鳥の排泄物に起因する有機堆積鉱床である。

　古期およぴ新期の両隆起珊瑚礁石灰岩は，いずれも灰褐色～灰白色～淡黄褐色を呈し，

珊瑚化石のほか多数の貝殻，有孔虫化石を含んでおり一般に多孔質脆弱である。とくに，
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Baucau石灰岩はBaucauを中心として広大な石灰岩台地を形成し，いたる所で石灰岩特有

のドリーネ地形が発達している。東チモールのクァノ型燐灰土の賦存調査に，これらの隆起

珊瑚礁石灰岩地帯において北海岸のBaucauからLautem付近までのルートの地質層序につ

いて概査し，クァノの可溶燐酸塩成分がCaC03を若干溶蝕交代していると思われる試料を

選択的に採取し，予察的に地化学探査の簡易法を試みた。

　以上の地質学的，地化学的調査緒果，全体的に新期隆起珊瑚礁石灰岩がBaucau石灰岩層

よりも燐酸塩の呈色反応を示した。また，Baucau石灰岩層の溶蝕による凹凸部を比較して

みると，凹部にやや呈色反応が示されたが，これはおそらく交代した可溶燐酸塩成分が凹部

により集積したものであろうと思われる。このほか，露頭でもこのような可溶燐酸塩成分が

CaC03を交代したと思われるグアノ型燐灰土様の岩相をしたものも’，いくつか観察される。

　いずれにせよ，チモーノレの広い地域のなかで北海岸の主ルートを概査したにすぎず，また，

採取測定試料は僅かで，クアノ型燐鉱床賦存の可否について述へることはできない。しかし，

Baucau海岸の試料B－39やLaga付近の試料L－17は黄色の呈色反応を示し含燐炭酸塩岩

であろうと思われ，これらの地点付近の新期の隆起珊瑚礁石灰岩の精査とP205の定量分析

が期待される。したがって，硝酸十モリブデン酸アンモニウムによる燐酸塩の呈色反応は定

性にすぎないが，野外におけるグァノ型燐鉱探査にとって，有効な地化学的手段の簡易法と

して有意義なものと思われる。
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